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一貫した‘Body Scale’への探究。1970年代の美術の解体から、自らの身体を通した感性を信
じきり、彫刻、写真、絵画というジャンルを超えた地点に再構築を試み続けた、47年間の軌跡。

70年代の日本では、このような〈その場 (insite) 〉の体験に基づいて独自のビジュアル表現
によって中継ぎされた行為芸術のタイプは「こと派」と呼ばれていました。これは、相反する物
体の物理的特性に基づく(中略 ) 空間的インスタレーションの「もの派」（新物質）に対向し
ていた動向です。(中略 ) 誰もが通常体験する様々な状況のなかでの身振りの知覚を、美学と
して伝えてくれるものです。

―ヴラスタ・チハーコヴァー （「身体測定の芸術」の本文より）

彫刻を自己の表現手段の原点とし、作者とモデルの関係を再考する目的で開始された一連の
写真作品が、その頑強で緊張感に満ちた自身の「BODY（身体）」を写し出していたことを思い
返してみるならば、それらは写真の再現性ゆえに「鏡像」というべきであり、「BODY SCALE」
とはまさしく中山を指し示す指標に違いない。　　　　　　　　　　　　　　　　

―森啓輔 （「犬と鎖」の本文より）

中山正樹（なかやま・まさき）略歴：

1945年山梨県甲府生まれ。2017年 Japanese 
conceptual photography from the70’s（ギャ
ラリー・クリストフェ・ガイヤール、ギャラリー
1900‐2000／パリ）、20010年個展（人形町ヴィ
ジョンズ／東京）、2009年第1回所沢ビエンナー
レ美術展「引込線」（西武鉄道旧車両工場／埼
玉）、2007年個展（トキ・アートスペース／東京）、
2004年「VISION」展（ギャラリー・クリティック
／チェコ）、個展（東京画廊／東京）など。
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